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１ ．システム導入の背景 

 水土里ネット一ッ瀬川では、国営事業及び県

営事業で造成された幹線パイプライン 44.3Km、
支線パイプライン 72Km、末端パイプライン
500Km 以上の機能保全と漏水事故の対応など
の適正な維持管理が重要な業務になっている。

これまで、これらの施設管理は出来高設計図で

行っていたが、受益地が広範囲にわたり、地域

開発など諸般の事情により現況が変化してい

るため、出来高図面での対応が困難となった。

また、管理用図面は年月の経過と共に劣化する

ため、常に更新が不可欠である。さらに現在の

営農形態は、水利用が多様な作付け体系に変わ

りつつあり、特にハウス施設園芸が増加して、

周年栽培の営農が展開されるようになってい

る。又、これらの施設では作物への水分補給を

行う本来の水利用以外の水利用も盛んで、漏水

事故等においても一時の断水もできなくなり、

適正かつ敏速な管理が必要となってきた。 

このような灌漑用水の多様な水利用形態に

適切に対応するため、当水土里ネットでは、昭

和 60 年度にパソコンを利用した事務用システ
ムを開発して運用してきたが、さらに、GISを
活用した土地改良施設管理システムを導入し

て施設の管理もパソコンで行え、デ－タの更新、

変更も簡単に行える安価で誰でも操作できる

システムとしたので紹介する。 
２ ．デ－タの構成及び更新方法  
 GISデ－タは、土地デ－タ．管路デ－タ．制
水弁デ－タと現況地形デ－タや各ファイリン 
 

グデ－タからなっている。GISの基本デ－タと
なる土地地番図と土地属性デ－タを地番でリ

ンクするため、地番の頭に市町番号＋大字番号

をつけて地番ＩＤとした。尚、デ－タの更新用

プログラムによってデータを自ら更新ができ

るようにした。この結果イメ－ジデ－タの更新

はスキャナ－で簡単にできるので、外部でデ－

タのメンテナンスを行う必要はあまりない。 
３．システムの摘要事例 

3.1 受益地の把握   

地区内すべての土地（約 30,000筆）の地番図
を公共座標で管理されている一筆ごとの図面

（字図）に基づいて作成し、各筆に属性情報を

入力することで、以下に示す区分図（縮尺は自

由設定）が出力できる。 

① 国営事業・県営かんがい・排水・ほ場整

備・附帯工・農地保全・農道整備の各種事

業の実施地区及び、新規編入や地区除外な

どの区分図 

②耕作者の地区別・個人別分布図・年齢別・ 
作付などの区分図  
③その他市町別・大字別・字別などの区分図 
3.2一筆ごとのデ－タ把握   
 土地改良事務システムとデータを一元化し、

地番図上の各筆をクリックすることで、事務シ

ステムと連動し管理している土地属性情報を

表示することができる。 
3.3パイプラインの機能保全   
 管路図を作成（座標入力）して、路線ごとに

属性情報（管種・管径）を入力した。これに付 
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帯する制水弁・給水栓・空気弁・排泥弁・水量

メ－タ－などの位置も含めて公共座標で入力

したことで周囲の状況が変化しても位置が確

認できるようなった。さらに、複合配管や他の

埋設管等が複雑に交差する施工箇所などは工

事写真を貼り付けて目に見える形で管理する

ようにした。 

3.4迅速な対応で漏水事故の２次災害を防止 

 当地区のかんがいは通年通水で、近年、水利

用の多様化により１日も断水することができ

なくなってきている。このため、漏水事故の復

旧工事は素早く対応する必要がある。さらに、

地区内のパイプラインは、水圧が高く１ＭＰａ 

にもなる地区があるため、漏水事故では２次災

害も予想されるため、一番影響の少ない制水弁

をできるだけ早く止める必要がある。 

 このシステムでは、パソコンの画面上で漏水

箇所をクリックすると、自動的に止水すべき最

適な制水弁を自動検索する。さらに断水する区

域と関係土地の明細が表示され、耕作者の氏名

や面積の計及び連絡先（電話番号）が一覧表で

表示され、関係者に断水や復旧工事の通知が速

やかにできる。 

 また、パイプラインの管種・管径が表示でき

るので、業者に対して材料の手配もでき、復旧

工事が早く行える。 

3.5漏水事故や工事等の履歴管理及び予防対策   

 漏水事故は従来から事故処理簿に事故受付

から漏水した施設・その原因・工事した状況・

費用などを記入し、この他に、工事明細・請求

書・工事写真など必要な書類を添付して、一連

の番号を付けてファイルしている。このファイ

ルをスキャニングして電子データ化し、パソコ

ンに入力して GIS の管路図上でクリックすれ
ば事故の情報が表示されるようにした。これに

より事故原因を特定し予防対策の検討が出来

るようになった。  

3.6 施設の管理図面のファイリング  

 国営施設や県営事業で造成された施設の管

理図面は膨大な数にのぼるが、図面が劣化する

前にスキャニングして電子データ化（PDFファ

イル）を行い、管理図面のファイリングを行っ

ている。このデータをパソコンに入力し施設造

成位置図上で個々の施設をクリックすること

でその施設に関系する管理図面を表示できる

ようにした。 

3.7水利用状況の把握や使用量の予想と対応  

  毎年２回（春作物・秋作物）各筆ごとに作付

け調査を行い、土地属性デ－タとして入力して

過去５カ年のデ－タを保存している。このデ－

タを基に集計表を作成して、市町別、工区別、

地区別にそれぞれ出力し、さらに GISで作物別
に色分けした区分図を作成する。 

この区分図に基づいて水の使用量が判断で

き、過去の作付けと照らし合わせることで、将

来の使用量が予想可能になる。  
４．GIS を構築する為に 

GIS が持つ非常にすばらしい能力を様々な
分野で利活用する為に、GISを基盤としたシス
テム構築の要求が高まっている。しかし、その

すばらしい能力が故に初めからあまりにも多

くのことを要求すると、考えがまとまらずシス

テム設計で苦労し頓挫する懸念がある。 
成功のポイントは、現在何が一番必要である

のかを考え、GISで一番やりたいことだけをシ
ステム化することである。そうすることでシス

テムを使う目的が明確となり、できたシステム

を十分使うことになる。また使っている過程で

新たな知恵が生まれ、次第に次のこと又次とい

うように徐々に機能を拡張していく。このこと

がすばらしいシステムを構築することになる。 
 情報は生き物である。日々移り変わる情報を

的確に捉える為に、GIS自体も常に進化する生
きたシステムでなければならない。そのために

は、GISの栄養である新鮮なデータ、情報を与
え続けねばならない。しかし、そのデータ、情

報が高価ではシステムを維持することが大変

である。簡単な操作で自らデータ、情報を入力

することができるシステムを構築することが

必要である。 


